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日・尼・越 ３ヵ国中間 

報告ワークショップの開 

催について 
 

企画部 国際研究推進室  室長 曽根 真理 主任研究官 渡辺 春彦 研究官 松下 智祥 

（キーワード） 技術基準、海外展開、研究連携活動、インドネシア、ベトナム 

 

１．はじめに 

国土技術政策総合研究所（以下、「国総研」とい

う。）は、インドネシア公共事業省道路研究所(以下、

「IRE」という。)と平成21(2009)年11月に、ベトナ

ム交通省交通科学技術研究所（以下、「ITST」とい

う。）と平成22(2010)年5月に、研究連携に関する覚

書を締結し、それぞれと特定した研究連携プロジェ

クトのロードマップにもとづいて共同研究を進めて

いる。 

２．３ヵ国中間報告ワークショップの開催 

平成24年（2012年）6月25日～29日に、国総研・IRE・

ITSTの３機関の主催で、「３カ国中間報告ワークシ

ョップ（以下、「中間報告WS」という。）」をつく

ば等において開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 参加者集合写真 

 中間報告WSでは、これまでの研究連携活動につい

て、研究実務者が共同で活動状況及び成果について

中間報告を行う場とし、３カ国間での情報共有を図

るとともに、今後の更なる展開に向けた議論を行う

目的で開催された。 

参加者は、日本側から国総研研究者の他、（独）

土木研究所、関連民間技術者等が参加し、インドネ

シア側から７名の研究者と政府関係者、ベトナム側

から５名の研究者が参加した。 

 中間報告WSでは、西川国総研所長（当時）による

開催挨拶の後、分野別セッション（二輪車交通ガイ

ドライン、交通量計測、地域材・高度舗装、橋梁、

暴露試験・耐久性評価）において、国総研、（独）

土木研究所及びIRE、ITSTの研究実務者が研究ロード

マップの進捗状況について共同で報告するとともに、

今後の具体の研究方針と計画について議論した。 

また、WSの開催にあわせて、研究内容に関連する

施設見学（寒地土木研究所実験施設等）も行われ、

参加者が日本の有する土木技術等について理解を深

める契機となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ ワークショップ及び施設見学風景 

３．おわりに 

国総研は引き続き、技術基準等のソフトインフラ

の海外展開を見据えた国際活動や調査研究を進めて

いくこととしている。また、共同研究からJICAプロ

ジェクト等への展開など、共同研究成果のアジア諸

国への普及にも注力しているところである。 

【参考】 

国総研HP（国際活動について） 

http://www.nilim.go.jp/lab/beg/foreign/kokusai/ko
kusaitekikatudou.htm 

 
写真 写真 写真 常時観測道路交通データから 

みる新東名の開通効果 
 

 

道路研究部 道路研究室 研究官 橋本 浩良 研究官 諸田 恵士  
部外研究員 水木 智英  室長  高宮 進 

（キーワード） プローブデータ、交通量データ、道路整備効果 

 

１．はじめに 

平成24年4月14日に新東名高速道路・御殿場JCT～

三ヶ日JCT間が開通し、新東名高速道路と東名高速道

路のダブルネットワークが形成された（図１）。 

道路研究室では、中部地方整備局と連携し、新東

名の開通効果分析に取り組んでいる。本稿では、交

通量データや民間プローブデータの常時観測道路交

通データを用いた分析結果の一部を紹介する。 

２．静岡県内の主要断面における交通量の変化 

新東名の開通後、図２に示した静岡県中部断面に

おける新東名、東名、国道１号の交通量が14％増加

している。西部断面は13％、東部断面は７％増加し

ており、静岡県内の交通量が増加している。 

３．新東名・東名の速度、所要時間の定時性 

新東名の開通後、東名は、旅行速度が向上してい

る。また、新東名は、東名より速く､全区間ほぼ

100km/hで走行できることがわかる（図３上図）。 

御殿場JCT～三ヶ日JCT間の所要時間をみると、新

東名開通前後で、東名の所要時間のばらつきが34分

（101分～135分）から12分（100分～112分）に減少

しており、定時性の大幅な向上が見られた。新東名

は、所要時間が90分～102分と開通後の東名より短く、

ばらつきは同程度であることがわかった（図３下図）。 

４．おわりに 

新東名の開通により、関東・中部間の人や物の交

流の活発化が期待される。 

道路研究室では、引き続き中部地方整備局と連携

して新東名の開通効果分析を進めていく予定である。 

【参考】 

1) 新東名（静岡県）インパクト調整会議HP 

http://www.shintomei-shizuoka.net/

 

平成 26年度 
開通予定 

 

平成 32年度 
開通予定 

平成 30年度 
開通予定 

平成 28年度 
開通予定 

 

新東名（御殿場 JCT～三ヶ日 JCT） 
平成 24 年 4 月 14 日（土）開通 

愛知県 

静岡県 

 

図１ 新東名の開通区間と今後の開通予定 
 

出典：NEXCO中日本、国土交通省 交通量計測データ  

開通前：平成 23年 4月 17日（日）～10 月 16日（日） 

開通後：平成 24年 4月 15日（日）～10 月 14日（日） 
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図２ 静岡県内の主要断面における交通量の変化 
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☆グラフの見方：グラフの幅と高さ☆ 

狭くて高い＝ばらつきが小さい 

      →いつも同じ到着時間 

広くて低い＝ばらつきが大きい 

      →到着時間が不確定 高 

低

い 

広

い 

狭 

バラツキが
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東名所要時間ワースト 

273 分 → 197 分 
出典：民間プローブデータを用いた 
集計結果 

 開通前：平成 23年 4月 17日（日）
～8月 31 日（水） 

 開通後：平成 24年 4月 15日（日）
～8月 31 日（金） 

★ばらつき：特異値(所要時間の上位 10％、 

下位 10％)を除いた所要時間の分布 

 
図３御殿場ＪＣＴ～三ヶ日ＪＣＴ間の旅行速度と所要時間の分布 

 

(博士(学術)) 

写真 写真 

写真 写真 

常時観測道路交通データから
みる新東名の開通効果

道路研究部　道路研究室　研究官 橋本　浩良　研究官 諸田　恵士　
部外研究員 水木　智英　 室長

（博士（学術））
 高宮　進


